
Title 岸本誠二郎教授著 価格の理論
Sub Title
Author 千種, 義人

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1940

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.34, No.8 (1940. 8) ,p.1169(151)- 1179(161) 
JaLC DOI 10.14991/001.19400801-0151
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19400801-

0151

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


O'

t

マ
ッ
ク
ス

•
ベ
ー
ァ
著

『

I

主
義
硏
究

』 

一
五
0 

(

ー
ー
六
-\〕

パ
着
者
は
I

丨

皇

变

贺

ヵ

を

以

づ

て
^

中
世
,

」

衾

建

_

|

觀
：る

溢

：に

於

茗

名
o

i
し
な
へ
f

、
斯
べ
の
如
き
解
釋
が
果1
て

ー

般

經

詹

想

家

責

認
5

け
得
可
き
か
如
何
か
は̂
 

i

k

H

A

l農
主
義
の
社
會
的
含
著
分
析
資
に

『

1
谓

値

學

說

史』

：に

參

て

其

の
®

 ̂

一

般

的

性

質

：
，
中

に

澈

み

ら

れ

た

所

I

 

^
 

i

i

^
 

M

''
g
'
,
: 

4 

A

u

f

1
9
2
1
,
S; 

3
3
—4
9
0
、

而
し
て
同
主
義
を
以
つ

.

.
て一；

定
特
殊
の
政
治
的
目
的
の
合
理
化
と
觀
る..の
傾
向
^

N

I
 目 I. 

w

f
 

T
h
e
:
p
%
i
c
c
l
:

 a

 

S
Hき

u

 

E

§

l
 

R
l
n
a
l
i
s
a
f

 r
l
r
i
c
a
n

 

E
l
m
i
c

 

R
e
f
,

.VO
L
I
P
P
.

 

6
0
7

ム9
0
。

重
農
主
義
に
對
す
る
考
察
が

『

國
富
論』

以
後
に
於
い
：て
殆
ん
ど
進
步
す
る
所
な
し
と
觀
、
I

の
研

究

の
 

.

.
卓
越
淹
誇
る
に
於
い
て
、
本
書
の
载
者
は
聊
か
夜
郞
|

の
嫌
ひ
な
き
を

# -
.ざ
る
が
如
く
で
ぁ
名0

.

.

. 

:

.

.

.语
人
は
傭
將
さ
に
寡
に
垂
ん
た
る
著̂
が
意
氣
益
々
聊
昂.、
筆
力
顧
々
勁
健
な
各̂
 ̂

其
の
.近 

■'
業
が
彼
れ
の
筆
の
好
著『

英

國

社

會

義

史』

に
比
し
：て
：著
し
く
覉
た
る
の
感
な
き
を
得
ざ
き
深
く
霞
と
す
る
，，
人
を
し
て
漫 

■.

ろ
に
强
弯
の
來
力
を
歎
ぜし
む

る

こ

と
な
く
、
：f

に

其

の

輩
S

る
可
き
深
遂
な
る
研
究
：ど

き 
'て
學
界
を
惠
^
*れ
ん
と
と
を
切 

.

,

1

望
し
て
吾
人
は
^
ヴ

家

文

を

終

る： 

-

- .
^
.
5
'

 

.

Ir

本

誠

rf!>

郞

敎

授

著

" 1

價

格

0

龜

ロ 冊

千

m

我

.;
•

 •

 

-

 

-

 

;

 •

 

.

.
我
义
の
»
濟
行
爲
は
.常
に
#
格
を
中
心
と
し
.て
：
營

ま

れ

て

ゐ

.恙
。
自
由
主
義
經
濟
：の
時
代
は

1
K

は
ず
も
が
な
、
統
制
經
濟
の
時
代
に 

.斧
い
：て
ず
ら
、
尙
慣
将
は
人
の
經
濟
行
爲.<
7
)
:
原
動
カ
：で
あ
り
、
.ひ̂-
て
は
一：

國
家
、
：：或
は
全
：世
界
の
輕
濟
現
象
を
規
制
す
る
も
の
で
あ

る「

'
/■
、
 

.

マ
.
'
' 

'
.
'
.

•'
:
'::
.
;'
^
 

- 

-
V
. 

. 

.

.

',
■

そ
れ
微
尤
、

)

經
濟
擧
が
'成
立
し
そ
.か
';
&
今
日
ぼ
至
る
^
で
、
、
價
辨
の
迪
諭
は
馨
濟
學
の
中
心
間
題
を
構
成
し
、
こ
み
.理
論
を
完
成
し 

ょ
-;
5
と
す
る
企
て
が
常
に
繪
け
ら.れ
て
來
た
.の
で
：あ
る
o
:周
知
の
^:
:
ぅ
に
.、
ア
ダ
ム
.
•ス
ミ
ス
、
リ
カ
ー
ド
、
ミ
ル
等
の
古
典
學
派
は.
 

I

裏

と

.し
ヤ
生
裏
の
側
、
'即
篇
給
の
側
か
ら
說
明
し
て
來
々

.
ボ
シ
ス
、
.
ク
ラ
.
丨
：ク
等
0

眼
界
效
：用
學
派
ほ
、
效
用
：フ
即
ち
需
要
の
.
侧
を
本
慣
格
決
定:(
0

要
因
に
と
り
人
れ
、
：
之
に
ょ' 0

て
價
格
を
需 

.
;要
供
給
0

爾
面
：か
ら
說
明.
す
.
る
：や
ぅ.
に
な
ら
た̂

で
あ
る
.
,0
'

斯
が
4

*

の

:

れ
る
も
^

で
-&.
い
。
そ
れ
は
他..の
總
て
：の
財
に
對
す.
_

要
供
給
^

§

^ :
關
聯
し
て
決
サ
ら
れ
る
0 
.そ
れ
故
.
單
純
な
る
需
要
供
給

■

.

.

.

 

.

.

一. 

.
■
.
.
.
 

,■
■'.: 

:
 

.、■
 

-
 

•

.說
：は
と
'̂

に
毁
却
を
餘
儀
.な
ズ
さ
れ
、
之
に
代
つ'て
：總
て
の
財
の
價
格
は
：
.

「

般
均
衡
.忙
^
い
て
.同
時 

般
均 

岸
本
誠
ニ
郞
敎
授
著

「

價
格
の
理
.論」 

1

五1
(
1
1

六
九〕



f i

:̂
w
rベ

v 

^
-•
l
h 谷

*

育

s

tfrs.xx.

j m m
M M
科 ! り ‘:i

i l l

. 'm ^ \

1 1 1

‘讀 も

b 寧 ち

: _

柄 減 1

、 _  1 : f l

4 _ _  

| 纖

| 拿  

補 t a

I  s f e

_

：m m i
t e _ l :捕  

_ 職

i i i i

I I

k m i
_ f : l

m w i

« i

a

i f

難

l |

I

I

_

議

I

氣 r

j f c i

i\i

游

； U ,

櫸
凇
誠a

郞
敎
授r-

俱
格
-の
理
論
し
 

' 

ニ
五i

へ

c 

r
七
〇
v 

‘衡
論」
が
出
現
1
た
の
で
I

。
ヮ
ル
ラ
ス
、
パ
レr

、
力'二
ル
等
Q

S
が
そ
.の
代
表
的I

も
の
で

.

I

。

然
る
に
一
般
均
短

.

4は
靜

蓋

習

篇

李

る

も

の2

1

_

:現
實
の_

經

袞

諸
|

を
：充

霞

說

晋 

動

. 

、
.態
：f

け
|

格

霧
I

決
I

說
明
鉍
f
 

J
動
態
|

理
_

、I

象

！

?:
硏
究
I

れ
‘

:
て
來
た
。k
在
I

動
態
理
論
は
ま■

成
さ
：れ
る
に

.

.

.

•以
.忐

馨

論

S

I

1
傾
向
I

灸
S

.

.

.各

れ

：つ

丄

あ

.る

.'
0

'

て

ぐ

'

:

:っ

'
.
.
'
_
て

-
 ̂

'

?ハ

-

:
パ

，

ゾ

.
'

」

.

：

,

.

.

.
'

.

.

'
'

.

.

.

. 

,

.

■-
 

.

.

.

.■

.

.

-

.

.

.

.

:

，

.

.

. 

'

.

い——

:

:

-

.

:
.
-
.
' 

•

一
へ
'

.

'-.-パ

-'
.
. 

/
 

-

V
'■
. 

' 

• 

. 

. 

i

 

* 

.

.

.
し

:

:..
 

: 

-

.
■
-

.
.-; 

.
 

.

.

.

. 

-
'
.
.

へ
價
格
論
は
更
に
慣
値
邊
と
の
關
係
に
赛
て
複
雜
な
る
問
題
量
む
ボ
ベ
：ば
價
値
と
_

は
如
何
な
る
關
係

.
に
f

か
S

 

;

格
1

は
谓
備
論
寒_

と
翁
か
ど
ぅ
か
と「
云
ふ
や
ぅ
な
問
題
：が
之
，で
ぁ
づ
て
、
.'
'

か
：赢

問

4

も
慕
充
分
解
決
さ
れ
て
ゐ
な
い
狀
態：.

.

更
S

償
都
は
貨
幣
と
.密
接
龜
聯
を
持
つ
。.；價
袼
決
定
理
論
,

i

の
：.

方
面
.か

ら

裹 

所
が
貨

.

幣

S

-
も
幾
多
の
發
展
I

し
て
令
に
黾
つ
て
居
方
，
し
 ̂

.慣
歡
論
と
貨
幣
價
値
論
を
ニ
體
と
し
た
理
論
は
完
成
し
て

.

ゐ
な
い 
o

:.
.

-

 

.

•■
.

.

 

.

 
■

 

.

.

.

:

-

 

'

格
の
理
論」

で
f

.

°零

は

、

「

價
格
に
關
す
_

來
の
重
•要
な
る
.諸
硏
究
.の
意
味
を
.撿
討
し
つ
：

X

 

1綜
合
的
な
る
債
格
理
論
を
.樹
立
せ

. 

:
ん

と

企

て

」

ら

办

：
ノ
し
：
か

も

諸

舉

:#
_
邊

補

藥

洽
:̂
る
.の
：
で

ぼ

激

克

さ

そ

§

合
を
^

論
を
逑
諛
L
ょ
ぅ
と
さ
れ
る
の
で
ぁ
る-:°
若
し
澴
尨
の
企
-1
ボ
尨
湖
す
:る
な
ら
ば
、'そ
‘
ば
埋
論
經
濟
學
に
と
つ
て£
IC
-
M期
的
^
ぁ
，
.
.
'
:
:
:

•

 

■ 

■ 

• 

-• 

■
■

•
•
•
■»
 

-I.
-
.
-
-
- 

: 

-
• 

- 

..、..-*..
 

.

.

.

.

.

.
•
• &

の
や
ぅ
な
價
糌
論
建
設
に
當
つ
て
先
づ
確
定
し
な
け
れ
ば
な
を
な
い
の
は

"

そ
.
：の
方
法
論
で
あ
る
。

：

價
格
論
研
究
の
方
法
論
に
お

• 

...
 

.

;•
..
..
.
 

.

 

-

 

-

 -
.

 

- 

.

 

' /

 

.

い
て
最
も
龈
本
的
な
る.も
の
は
、
價
格
と
價
値
の
關
係
を
如
何
に
解
す
る
か
に
あ
.る
。
岸
本
敎
授
は
本
著
逢
ー.篇
に
.お

い

.
て

こ

の

問

題
 

を
取
扱
.は
れ
る
0
...
'. 

. 

:

:■

敎
授
：に
よ
れ
ば
、
‘商
品
は
社
會
的
分
業
に
よ
つ
て
生̂さ
れ
' 

.
且
社
會
の
.欲
望
を
滿
す
が
故
に
、
そ
れ
は
社
會
的
'な
る
憤
値
を
有
す 

る
。
か
く
の
如
き
憤
値
は.
個
々
の
商
ロ
ぼ
の
交
換
の
遂
行
杧
お.い
て
成
立
す
.る
も
の
.セ
な
く
、':そ
れ
以
前
に
商
品
の
成
立
と
同
時
に
成

立
し
、
た
ヒ
交
換
に
お
い
て
そ
，の
價
障
が
發
：現
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
交
換
に

お
け
る
價
値
の
實
規
を
貨
幣
價
値
に
よ
つ
て
示
し
た
も
の
.

-
.

 

.

.

.

.

 

-

 

-

 

■.

•

が
價
格
.で
あ
る
。
：
從
つ
て
價
格
は
流
通
行
程
，に
お
け
.る
現
象
せ
：あ
り
、
價
値
は
生
逾
行
程
に
お
：け
る
現
象
'で
.あ
る
。
，值

値

は
流
通
に
移 

さ
れ
て
價
格
形
態
を
と
る
，の
で
あ
つ.て
、
.價
値
と
懷
格
.
'の
關
係
は
芷
に
生
產
と
，流
逋
の
關
係
で
あ
る.0
.

債
値
と
價
格
の
關
係
を
こ
の
や
ぅ
に
把
握
せ
ら
れ
て
敎
授
は
，

.次
、に
價
値
||
-
を
無
用
叉
は
輕
視
す
る
ヵ'ッ
セ
ル
■や
ア
モ
.
ン
の
見
解 

..を

紹
介
し
て
、
之
に
反
對
さ
れ
石
。
敎
授
に
よ
机
ば
價
格
は
債
値
.が
交
換
に
お
い
て
發
規

し

た

.も

の

で

あ

る

か

ら

、

價
値
は
價
格
に
先 

行
す
る
も
の
せ
あ
り
、
.
價
値
論
は
ま
格
論の

.

基
礎
に
横
は
るも

の

‘
で

あ

.る

o

逆

に
. (
1

格
が
價
«
の

基
礎
に
な
るも

の

で

な
い

？

.

然
ら
ば
交
换
に
お
け
る
債
値
の
表
現
と
し
.

て
の
價
格
ゆ
、.

.

價

値
,2
:

:

1
致
す
る
で
.
あ
ら
ぅ
か
。
，敎
授
に
よ
れ
ば
、
物
々
交
換
の
行
は
れ 

’る
場
合
は
需
要
：と
供
給
が..一.
致
す
る
が
故
に
、■•
.商
品
.は
そ
の
慎
値
逋̂

，
に

交

換

さ

れ

：
、

よ

り

大

な

.
る
«

値
、
或
は
よ
り
小
な
る
價
値
の 

商

品

と

，
交

換

さ

机

な

い

：
。

即

ち

.
生
氧
行
程
に.上
つ
.
て
成
立
し
た
價
値
试
、
流.通
.
行
程
に
お
いV

同
額
の
價
格
と
な
つ
て
寳
現
す
る
。
然 

.

し
貨
幣
交
換
經
濟
に
お
い
て
は
，
商
.
ロ
叩
め
需
要
供
給
は
一

「

致
せ
ず
、.；從
つ
.
丈
價
猶
と
憤
格.
は
必
し
.
も

合

致

し

な

，
い

。

■.

-

焊本誠一二郞敎授著

「

價将の理論

」

一

'-
-

ノ

'

.

,

'

■,
..

1'

五

三

(

ニ

セ

0

-\
,



.

，

'
.岸
本
？ 
ニ 

|
授
，
奪
の
I

」

、ぐ

.

.

.

.

.

.

.
w 

i
 

:
.
/

(

ニ
,七
！

D
'
力
く
の
4
ス
•
.敎
授
社
物
々
交
換
に'お
い
て
は
、
惙
値
と
價
痛
は'一
：致
し
、.貨
幣
經
濟
■に
お
ヤ
て
は」

致
し
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
の
；

.•
 

• 

•

 

志

や
う
な
敎
我
の
.
見

省

に

藥
.し
て
は
1

: 0
:
.
$爵

亦

ぁ

る

や

う

に

思
は

れ
, ^

物
々
交

.
換

經

濟

に
.お

い

て

價

直

.
が

價

格

と

.

 

ん
な
づ
て
發
現
す
.る
散
ら
ば
，
我
々
篇
要
供
給
の
關
係
か
ら

-

1C

又

換

上

成

：
立

.
せ
.
る
價
梢
に
ょ
つ
て
價
値
を
測
定
し
得
る
が
故
に
、
慣

直

命

.

X

,

若
し
價
値
が
價
栉
こ
ょ
っ̂

.
定
さ
れ
ネ
る
.と
す
れ
^

^
.
^
0 

.

.
 ̂

 ̂

 ̂

一
 

致
し
な c.

赴

ら

ば

債

値

は

者

の

自

と

f

ず

、

■

，て

ハ

.
儐

値

論

は

價

格

論

の

.基

礎

と

.
f

得

な

い

0

か

く

の

如

く

孰

t

し

て

も

費

直

1
.

論
篇
用
..と.な
る
.;
0
.

.:

•

:

:

.

'

:

• :

.
: 

'
.
:

::
■ :\

..
'

.

'

. 

{
(

:

.
然
る
に
敎
授
.に
ょ
れ
ば
' 
资
値
論
は
價
舊
の
：基
礎
と
な_

生

裏

程

に

お

い

て

旣

に

成

套f

の
で
.一

哉

と

考

へ

.
韋

る

こ

と

S

因
す
る
や
う
に
^

に
お
い
：5

1

し
て
決
蕾
れ
て
居
り.
、
へ
交
換
忘
け
る
需
要
供
給
關
係
を
通
苌
變
動
す
る
各
で.
な

い

、

需
要
供
給
と
ょ

つ

て 

.
,

■變
動
I

A

は
價
I

は
な
く
し
：て
l
.

f

違
考
へ_

る
.の
.S

 

.

■■

が
I

D
.

て
、.
そ
の
商
品
S

I

他
S

品

の

霜

尨
a

l

4

し
て
相
對
的
に
高
く
念I

の
■で
I
 く
し
•て
•撂
が
騰
貴
し
た
に
過
ぎ
な

i.

の
.
で

ぁ

農

値

は

た

と

へ

需

嚣

. 

じ
.

以̂
ぜ
同
ー
矣
益
を
維
持
す
る
の|

る
"
然
し
：
：
こ
：
れ
は

€

 ̂

或
商
品
の
需
要
が
何f

s
 

- '

I
:增
加
し
、
威
は
そ
：のf

:の
數
■

何
f

の
理
由
で
稀
少

、

⑶
々
は
そ
の
價
値
も;1
貝
.1
>た
と
考
へ
る
外
が
普
通
で
は
な
か
ら
う
か

…
零

.て
效
.用
を
慎
値
の一
要
因
と 

.す
^

Pり
に
^
い
.て
.

«
値

は

需

要

供

給

.
_の

.變

化

と

共

_に

增

減

す

る

.と
考

へ

_ぎ

」

る

を

邊

.な

.ぃ

。

.

.

.

.
_
_

鼷m m

.
べ̂

^
亦
せ
^
衍
瑕
に
^

^
-̂
谈
淀
さ
れ
名
ぷ-̂
ふ
^
は
ノ
儐
他
論^
^
所
謂
廣
用
嚴
款
セ
氣
る
：。
費
用
學
說'#
そ
：(0
* '
朴
な
；る
於
式 

に
お5

'y

成
立
し
得
な
い
こ
と
は
、
.
こ
、
に
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
價
値
は
生
產
费
に
ょ
つ
て
定
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ

「

^

•
yン

.
• 

、
.
. 

I 

. 

ex̂
yf
lV
.

 
•..
..
 

'

爲」

と
.し
ヤ
.僻
ず
る
な
ら
ば
、
問
題
は
別
で
あ
る.o
:
'
然
し
1存
在」

：
.
i

b
,
で
價
値
現
象
を
見
る
な
ら
ぱi'
»
價
値
は
單
純
に
生
產
费
に
ょ
つ 

て
定
ま
る
：.の
で
.は
&
い
：。.生
產
費
.は
寧
ろ
：逆
に
流
通
過
程
に
お
け
る-生
產
手
段
の
：.價
値
に
^
^

し
て
あ
ら
ゆ
る
.商
品
め
.價
值
は
流
逋
過
程
に.お
い
て
、
而
し
て
'一
ま
均
衡
に
お
^
て
^

^
に
決
定
洛
れ
る
と
解
せ
ざ
る
，を
得
なv>
o
一 

般
均
衡
に
お
.い
で
決
定
ぜ
：ら
れ
た
價
値
を
貨
幣
價
値
で.表
示
し
た
も
の
^
儐
格
で
あ
农
？
郎
ち̂

0
は
價
袼
に
ょ
つ
て
測
定
さ
れ
、
そ.

.

S

I

I

V慣

値

璧

、
1

1

1

1

^

 

^

^

1

.

0
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:、.
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ノ
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へ
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.
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.
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.かV

の
如
く
價
値
は
生
產
行
程
上
成
立
し
、
.；從
づ
v
«
幣

經

濟
.f
c

お
い
て
は
價
値
と
價
褡
は
必
し
も.一
，
致

し

な

い

と

一

K

は
れ
る
教
授 

の
友
法
論
は
、»:
者

の

立

場

か

：ず
れ
ば
赛
め
：得
な
い
も
の
ー
で
あ
る
。
然
し
敎
授
は
價
値
么
價
格
の
不
一
致
を
確
信
せ
ら
れ
、

.續
•い
.て 

價
格
を
偵
値
ょ
り.乖
離
せ
し
め
る
：事
傭
、.卽
S
價

格

變

動

，
の

寧

因

を

棟

：

_
[>
ょ
ぅ
：也
名
れ
名
。
ハ
而
し
て
ビ
の
究
明
及
、
個
別
的
憤
格
變 

動

と
1
«的
惙
格
變
動
の
2
1つ
に
分
け
そ
.爲
.さ
办
石
。
前
者
は
個̂

の
商
品
^
價
^
^

梂
れ
、
.後
者
は
ニ
般
物
價
及
：び
貨
齡
價
値
の_
論
で
あ
つ
.て
、
：第
三
轉
價
格
組
織
論
で
取
极
は
れ
る
？

：

'

，
.第
一
:
1篇
.に
お
い
て
は
、
個
タ.の
商

品
,0
價
格
を
變
動
せ
し
め
冬
要
因
が
探
究.さ
れ
る
(0
で
.あ
.る
；
が

、

.
こ

れ

は

具

體

的

に

は

需

要

供

給
 

.の
^
析

：
で

あ.る

？

冬

，
こ

で

敎

授

は

蘼

要

供

給

：に

關

す

る

從

來

め

逢

.坪

學

說

、

即
^
!
!典
學
派：

の
ス
ミ
ス
、
リ.力

ー

ド

、
.

.マ

ル

，

ス

、

ミ 

ル
、
限
界
效
用
學
派
の
メ
ツ
：ガ
ー
、

：

ジ
-'H;

ボV

ス
、
ベ
1
ム
•
><
.
ヴ

■ェ
ル
タ
等
の
：學
說
、
更
に
へ'ンV

丨
ソ
.ン
，
の

需

要

供

給

の

公

式

化

、
ッ

.

ウ
イ
デ
.ーィ，ネ
ッ
ク
の
費
用
價
格
論
、
ス
ラ
ッ
フ>

‘、
'ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
^
益
の
法
則
、

マ
。1
シ
ャ
ル
へ
.
ピ
：グ
.
1の
.彈
カ
1

念

を

檢

討

.
さ

- • 

.

瘅
本
誠T

1

鰍
敎
授
考
慎
格
の
；理
論
し：

.

：

/
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'

'
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:
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岸
本
誠
ニ
郞
赍
授
蕃n價
格
め
理
論
1-
,

1

五
六

(

一1

七
因)

れ
價
値
と
憤
格
の
不
一
致
を
齎
ら
す
事
情
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
不I

致
の
載
本
的
事
情
を
生
糜
力
の
發
展
、
.
殊
に
勞 

'
働
生
遂
^

の
墙_

來
求
め
ち.
れ.
る
- °
供
給_

亦
'

^
の.
生
產
カ.
に
支
：配
さ
れ
^
£

^̂

:
變
動
要
因
も
究
極
化
#

や

て

：は

量

请

增

進

■

る

と

置

.
る5

春

需

耍
.0
變

動

は

購

買

办

、

即

暴

繁

1

化
で
あ
る
が
、

:

貨

潔

の

變

馊

繁

g
龙

商

鼎

後

に

名

て

影

赛

れ

る

_

蓄

る
とo,

食
 

獨
|

 

義

供

懲1
:

致

：の
：
看

でf

、
：
.：
こ

の

不

■

葚

^
 

. • 

.

.
_

右
の
論
#

に
對
す
名
個
別
的
批
判
は
さ
て
措
き
、
.
极
.
本
的
な
名
數
筒
の
疑
問
を
提
出
亡
ざ
§'

を
得
な
2

 

-
:第

|

に
、
奢
者
は
ー
商
品
め
價
格
は
、
：

.
そ
.の

と
共
に
同
時
に
決
定
さ
れ.る
1
い
ふ
逃
實
を
^

、
.で
.取
上
げ
て
居
ら
れ
な
い0
即
ち「

一
 

'般
均
銜
論」

に
言
及
さ
れ
七
居
ら
れ
な
い
の 

で
あ
る
。
成
程
.
#者
は
第j.

篇
、第
1
|章
に
お
い
ヤ
、
價
格
現
象
を
凾
數
關‘係
と
'し
て
把
握
：す
る
の
み.で
は
不
充
分
e
'あ

り

、
'
從

つ

て
 

均
衡
論
も
そ
れ
自
體
で
は
經
濟
規
舞
の
本
憤
を
明
ら
か
に
し
，得
な.い
と
と
を
述
べ
ら
れ
、'同
時
に
,■
又
因
果
關
係
と
し
て
把
握
す
る
こ 

と
も
經
濟
學
研
究
の
，目
的
で.は
な
い
と
さ
れ
，
兩
方
法8

用
を
主
眼
さ
れ
る
。
教
授
は
決
し
て
凾
數
關
係
的
把
握
を
否
定
し
て
は
居 

ら
れ
な
い
.，
尊
ろ
•一

手
段
と
し
て
.の
そ
の
有
用
性
を
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ぶ
。
然
る
に
こ
の
..第一
一.篇
に
お
い
て
は
、
因
果
的
分
析
だ
け 

.

方
な
さ
れ
、
函
數
的考
察
が
行
は
れ
て
ゐ
.な
V
。
.
.た
と
へ
.個
別
的
商
品
§

格
變
動
を
考
氣
す
る
.際
に
も
、.他

の

總

.
て

の

商

品

を

同

時
 

に
考
慮
す

.

る
と
と
は
、
絕
對
に
必
要
で
あ.る
。
、さ
れ
ば
.
s

、

：
一
般

均

衡

論

は

、

靜

態

的

だ

と

の

，
非

難

を

受

I
な
が
ら
も
、
尙
今
日
、 

價
格
論
上
、
最
名
ー
重
要’
る
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
の.で
あ
る
。
そ
れ
.に
.も
拘
ら
ず
、
鍪

が

、
パ
レ
ト
丨
、ヮ
ル
ラ
ス
、
力V

セ
ル
等 

の
.均
衡
論
に
全
然
論
及
し
て
居
，ら
れ
な
い
と
と
は
、
大
き
な
.弱
點
で
'は
な
か
ら
ぅ
.か
°'
.
.

:

mmm
:厂，叹 ブ ペ '

%ii fjfi. S.

アM  ?Tjr,CT**T

故
に.
、.-
價
格
，は
僧
値
以
外
の
，
.
要
因
に
よ
つ
て
變
動
す
る
- t
と
，X
な
り
、
こ
の
や
ラ
な
價
格
論
に
と
つ
て
價
値
論
は
無
用
で
あ
る
。

:.
秦
三
杧
、
ヘ
敎
授f c

-

-̂
i
ば

'

自

由

競

#
:
の

完

全

為

ら

ざ

る

今

.日
の

，
貨

幣

經

濟

に

：

>
い
て
：凇
1»'
谓
»-
:
と

儐

が
”
.然
U
價
直
を
貨
幣
價
値
で
表
示
し
.た
 

>
の
.が
«.
-
.格
で
あ
る
^.
い
"ふ
.淀
義
を
.と
る
だ
ら
ば
、
價
格
は
常
に
債
値
に
ナ
致
束
は
比
例
し 

v

居
る
と
.解
す
べ
き
：で.は
^
か
ら
う
が
O

V 

-

.第
四
、
>敎
授
は
俱
格
：と
慣
値
の
乖
離
を
主
張
さ
れ.る
が
>
'兩
者
：の
差
異
を
具
體
的
に
何
に■よ
つ
て
測
定
さ
れ
る
の
で
あ
ら
ぅ
か
。
價

•

 
•

 

-

 
.

 
.

. 

.

•

.

.

 
•

格
.の
高
さ
は
容
易
に
知
り
得
る
が
、
價
値
の
大
い
さ
は
何
に
よ
つ
.て
測
定
さ
.れ
る
.の
で
あ
ら
う
か
。

-'
;

.

:
:最

後

に

需

要

.
の

變

動

&•
窮
局
，的
に

は

生

產

力

.
に

求
办

ら

れ

る

.、
こ

と

は

正
當
で
あ
ら
う
か
。
勿^ .
、

需
要
は
購
員
力
、
從
つ
■て
貨
幣
數 

量
に
よ
づ
.て
影
響
さ
れ
る
0
從
.つ
て
若
し
ス
國
の
貨
幣
數
量
於
生
產
關
係
に
よ
つ
て
の
.
.み
規
制
さ
れ
^
な
ら
ば
、
と
 
'の
主
張
は
或
程
度 

ま
^
妥

當

す

る

，
で

.あ
ら
：ぅ
。
然
し
貨
幣
數
量
變
化<7
3
原
因
を
生
產
カ
の
み.に
歸
し
#,
.る
が
ど
ぅ
か
は
疑
問
で
あ
る
。M
に
需
耍
は
購
買 

.力
^•
•
よ
つ
て
.の
み
決
定
さ
れ
る
と
考.へ(

.る
め

が
-面
に
過
ぎ
る
や
5.
,に
思
は
れ
る
。
需
要
ば
購
買
力
に
變
化
が
な
く
と
も
そ
の
.時
及
び
' 

I

 
の
政 

I

 泰

的
 

r 
經
濟
的
事
I

f
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個
別
时
價
格
論
か
ら
邂
ん
ー
で
ヶ
第
三
篇
に
衿
い
て
-

卜
.'.
.
.

'.
'
■

バ
敎
授
は
、

：

* :
.

づ
あ
ら
、ゆ
：各.

商
品

.

は
社
會
に
お
いV

.

一；定
..
<

0
:

位
置
: |
:

:

占
め
、.紐 

が
故
に
、
各
商
品
：の
■

需
婴
供
給. 

關
紙
も
個

_

的
.

な
4
00
.乜
な
く

>

^ '

祚
ら
は
4
參
の
仕
方
で
3:

.

に
關
聯
し
合
ひ
、
全
體
的
：な
る
も
め
兔

_

成
4
、
需
要
供
給̂

て
成

' 

37
:
:
'
ず

.

る
多
發
價
格
も
湘
S*
に
關
聯
を
有
し
、
：そ
れ
等
が
儐
格
齟
織
を
！
！
減
し

.

て
：ゐ
る
こ
と
を
說
明
さ
机
、
ビ
：リ
モ
ヴ
ィ

.

チ
、
コ
ン
ラ
ド
、
 

オ

ィ

レ
シ
、プ
：

.

ル
、.

グ
、

.

ケ
ゥ
ィ

.

デ
：ィ
ネ
ッ
ク
等.

以
諸
說
.に«

及
ざ
れ
る
0
へ
然̂

と
^ :

で̂

フ
1.:
.般
均
衡
論
は」

.

無

爾

さ

.れ

て

*

る
.

0.
.

.

V
.

.:
:

:.
.常
本
誠
1

:1
敎
授著
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儕
格
の
故
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■

.
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■

.

.

;
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'.
 二
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本
誠
ニ
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敫
授
著1倒
格
の
理
論」 

一
五
、

、

J

' 

'次
に
敎
授
は
貨
幣
領
値
の'變
動
.を
論
ぜ
.ら
れ
る
6
'
貨

幣

價

雙 

5
物
價
水
準
t
ょ
っU

茇

.

へ：:«
:

_

論.
又

は

物

慣

水

準

の

理

：論

|

ヤ

て

：從

來

謂
 

•
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，
め

て

多f

 
f

過
程
I

f

め

？

る
：
が

.
、
S

I

を
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g
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' .
が

導

の
.
數
I

ょ

づ

；

：

て

決

定A

る

ー

戾
 

,

:
パ_

ゐ
る
か
と
い
ふ
點
遠
る
j

.

一
：タ

ヵ

故

に
.、

.如

_

な

る舊

論

を

逢i
す

：
る

痴

に

上

マ

て

數

_

の
；
誉

暮

へぎ

 ̂

f

は

貨

幣

數

量

の

變

化

が

.一 

:

貨

幣

顧

値徒
_

潘

を
,

せ
1
め

：.る

皇

：
る

着

を

如

何

に

_
明
し
へ
て
.ゐ

念

於

t

に

.も

數

査

說

の

發

展

,
:

.を
猶
め
る
：I

が
出
來
馨
，
と
：の

1.1

觀
點
I

し
'て
、

マ
イ
ヤ
I
、
：.ゥ
ィ
”
 

'■
'

1
.の
傷
量
說
、一

」

次
にj

一
湯
展
ぜ
る
i
の

と

し

て

限

界

效

用

價

値

 ̂

ル

、

、

1

グ

フ

一 

.

.，

.

擧

說
•最

後
.

H

最

も

進

歩f

 

t

l
ッ

へ

デ

通
 

,'
を

檢

討

さ

れ

''
^

ー

而

し

5

れ

：ら

多

く

の

.雲

豐

或

は

本

質

的

值

値

論

を

持

た

$

^

^

^
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い
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か
べ
し
，て
敎
授.に
.ょ
.れ
ぱ
，
：
商
：
品

：

©
個
别
價
格
及
、び

i

般
價
狩(

貨
齡
價
値)

の
變
動
^
共
に
生
康
關
係
に
基
い.て.爲
さ
れ
る
も
の
で 

魟
.る
が
、̂

椟
は
.次
：に
個̂
の
：
樹
品
の
：
價
格
變
動
：

.の
，
樣

相

钇

具

體

的

に

.#
味
し
ょ
ぅ
と
さ
れ
、
更
に
價
格
の
統
制
に
ま

.で
論
及
さ
れ
る
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匕
.れ
が
菌
篇.の
.問
題

セ

：あ
る

0
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り
\
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先

づ

消

，費

財

か

ら

高

次

財

に

至

る

ま

で

の

.メ
ジ
.ガ
1
の
財
貨
組
織
論
が
紹
介
さ
れ
、
之̂
對
し
て
著
者
は
、

「

メ
シ
ガ
丨
^

い
.で
ば
、
第一..

次
財
貨
.，の
價
値
を
高
次
財
货
に.分
裂
•
_屬
‘せ

し

め

，
る

ど

と

.に
ょ
り
、
價
値
論
を
完
成
し.
'分
配
論
■に
至
る
道
を
拓
か
れ 

た
る
•に
.と
^
ま
り
、
價
値
と
價
格
疗
中
間
に
異
質
的
な
る
財
貨
駔
織
が
介
在
す
る
と
と
に
ょ
り
、
價
格

.の
乖
離
•
八
刀
裂
の
生
ず
る
事
情 
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に
想
到
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
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と
云
は
..れ
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と
の
.價

格

：
の

乖

離
•分
裂
の
生
ず
る
事
情
を
明'ら
か
に
す
.る
爲
に
、
先
づ
需
要
供
給
，に
關
聯 

せ
し
.め
.ら

れ

た

商

品

：
の

位

置

に

着

眼

.じ
て
、.結
合
需
要
、
1,
ロ
供
給
,
混
合
需
要
:-
>
混
合
供
給
客
い
.て
述
べ
ら
れ
、
次.い
で
、
商
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が
生
產
さ
れ
消
費
さ
れ
る
地
域
的•時
.間
的
事
情
に
ょ
る
價
格
分
裂
、
更
に̂

»
商
^
が
苒
生
.產
行
程
內
に
お
い
て
占
め
る
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®
に
基
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格
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裂
變
動
を
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れ
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幣
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に
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何
な
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へ
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さ
れ
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特
に
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栳
が
生
產
關
係
を
通
じ
て

變
動
す
る
と
-と
を
示
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，銀
行
に
ょ
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信
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の
黢
響
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ら
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璐
銃
制
の
問
題
が
と
り
上
げ
ら
れ
、
：儐
格
銃
制
の
意
義
と
方
法
、
及
び
そ
の
效
果
が
，理
論
的
に
述
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ら
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以
上
が
岸
本
敎
授「
價
格
の
理
論」

の
大
要
で
.あ
る
。
、
敎
授
は
一
貫
し
て
、
價
値
及

び

價

格

が

生

產

關

係

の

諸

要

因

に

よ

つ

て
決
定
し 

霧

す

る

も

の

で
|

こ
と
を
主
張
し
よ
う
.と
さ
れ
ノ
こ
の
見
地
に
立
つ
て
從
來
の

- «

格
論
を
綜
^
^
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と

の

困
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な
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を
頗
る
廣
範
圍
の
學
說
の
檢
討
に
よ
つ.て
敢
往
さ
れ
、.立
派
に
仕
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
我
々
經
濟
學
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に
と
つ
て
感
謝
に
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然
し
敎
授
の
と
.の
.や
.う
な
源
合
的
價
格
論
に
は.根
本
的
顧
篇
が
あ
る
言
に
思.は
れ
_る
0
そ
の
一
は
、
敎
授
は
、
賈
値
は
生
產
ハ3
 

，に
お
V
て
決
定
さ
.れ
る
と
.霞

れ

な
‘が
ら
.も
，
か

言
.
&價
値
論
の
根
據
づ
け
を
爲
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
'從
來
の
價
値
論
よ
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授

の

價

儘

論

鏡
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生

產
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に
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す

る

や
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れ
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生
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費
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が
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^

矛
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を
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何
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の

か
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價
値
論
の
基
礎
づ
け
を
爲
さ
れ.な
け
れ
ば
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に
述
べ
ら
れ
た
價.格
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論
は
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上
の
樓5

あ
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は
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動
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第
三
.は
、
價
婚
は
生
產
關
係
に.基
い
て
變
動
す
る
と
衰
は
れ.な
が
；ら
、.生
遽
關
係
の
分
析
が
概
論
的
，で
，あ
つ
て
、
債
格
が
坐
產
關
係 

に
よ
つ
て
如
何
富
動
し
、'決
定
す
る
か
の
根
本
的
研
究
が
為
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
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の
缺
點
は
敎
授
も
認
奴
ら
れ
、
.將
來
に
お
い
て
之

を
補
は
う
と
企®

さ

れ
：て.
ゐ
る
や
う
で
あ.る
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價
格
と
生
産
過
程
の
關
係
が
充
分
に
基
礎
づ

妙

ら

れ

る
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で

は

、
本

著

の
價
格
理
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は
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で
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最
後
に
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舣
均
衡
論
が
本
著
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
均
衡
論
は
た
と
へ
靜
態
的
で
あ
り
、
又
凾
數
的
把
握
方
法
で
は
あ
る

'

が

,'
'
:令
日
：の
慎
格
論
で
ば
最I
綜
合
的
^
、
•又
最
も
完
成
せ
冬
價
楮
論
で
あ
るo
:そ
れ
真
も
拘
ら
ず
、:全
然
i

.無
視
さ
れ
て
ゐ
る
の 

は
、
ど
う
い
ふ
_
で
あ
る
.か
、.
若
し
我
々
-^
一.
.般
胸
衡
.論

の

：
立

場

を

ど

る

な

.ら

：
ば' 
債
値
、
價
.格
を
あ
く
ま
で
%•
生
產
側
の
要
因
r
\
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に
歸
せ
し
め
る
と.と
は
不
可
能
.で
.あ
ら
う
。
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値
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係
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し
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づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
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敎
授
の
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合
的
價
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も
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認
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で
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ら
う
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1
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と
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能
で
あ
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か
ど
う
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は
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題
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あ
り
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す
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を
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了
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ら
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の
身
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以
づ
弋
厚
か
ま
し
く
も
こ
の
や
う
な
批
判
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爲
す
と
と
は
、
誠
に
：偕
越
の
限
り
で
あ
り
、.
又
幾
多
：の
®
解
不
充
分
と
誤

解
の
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爲
に
不
當
な

.

る
批
判
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を
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し
て
ゐ
る
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と
を
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ふ
て
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に
堪
へ
な
い
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第
で
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.

る
が
、，切
に
著
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の
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容
を
乞
ふ
次
第
で
あ

る
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